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Developing Self-Learning Motivation Scale for Nurses
野寄亜矢子 1）＊・清水佐知子 2）
Abstract
  This study aims to develop a self-learning motivation scale for nurses (SLMS-N)—a Likert-type self-reported 
survey questionnaire—to assess self-learning motivation among nurses and to determine its psychometric 
properties. The questionnaire was completed by 305 nurses in a public acute care hospital. Exploratory factor 
analysis revealed that four factors of the questionnaire (Learning Nursing is Fun, Approval Needs, Fulfillment 
and Challenge, and Self-learning Behaviors) were different from those in previous studies, establishing the scale’
s robustness. SMLS-N exhibited acceptable internal consistency ( coefficients, 0.843–0.890). Furthermore, the 
criterion-related validity of SMLS-N was established. Moreover, the validity and reliability of SMLS-N to assess 




目的とした。公立急性期病院 1 施設 305 名の看護師を対象に櫻井（2009）の構築した大学生用「自ら
学ぶ意欲の測定尺度」をもとに看護の独自性を考慮した上で新たな看護師用の項目を作成し、質問紙
調査を行った。回答は 6 件法で求めた。最尤法・プロマックス回転による因子分析の結果、【看護の学




た（ p  <0.05）。以上より、評定尺度の信頼性は一貫して高く、基準関連妥当性も示された。



































































































感情」から構成されている （櫻井 , 2009）。また、
自ら学ぶ意欲に近接する概念では「自己教育力」
「自己学習能力」「学習意欲」があげられる （酒井 , 
2003）。その中で、自律的な学習の側面を測定す
る尺度として梶田 （1985） の自己教育性調査票や
























































女性看護師に限定した。調査は 2017 年 6 月 1 日
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　対象者の年齢は 45 歳以上が 34.0％と最も多























因子分析を行った結果、4 因子 22 項目からなる
「看護師の自ら学ぶ意欲の評定尺度」が作成でき
た。因子抽出後の累積寄与率は、65.56％であっ
た。それぞれの相関係数は 0.410 ～ 0.612 であっ
た （表 3）。





























22 点から 130 点の範囲であり、平均得点およ
び標準偏差は 85.51 ± 15.51 であった。各因子
の平均得点および標準偏差は、第 1 因子【看
護の学習が楽しい】は、37.80 ± 7.12 点、第 2
因子【認められたいという気持ち】は、16.07
± 3.66 点、第 3 因子【充実感と挑戦】は、
18.12 ± 3.95 点、第 4 因子【自ら学ぶ行動】は、
13.51 ± 3.84 点であった。Shapiro-Wilk 検定の
結果、評定尺度の総得点および下位尺度得点は、
正規分布に従っていないことを示した（総得点
p = 0.009、第 1 因子 p = 0.015、第 2 因子 p = 
0.002、第 3 因子p = 0.001、第 4 因子p = 0.004）。
内的整合性を示すα係数は、評定尺度の総得点
では 0.947 であり、第 1 因子は 0.890、第 2 因






の有無の差を Mann-Whitney U 検定にて算出し
た。その結果、資格においては、総得点p < 0.001、
第 1 因子 p = 0.003、第 2 因子 p = 0.027、第 3
因子 p = 0.035、第 4 因子 p < 0.001 であり有意
差を示した。また、役職においては、総得点 p = 
0.001、第 1 因子 p = 0.009、第 2 因子 p = 0.007、
第 3 因子 p = 0.026、第 4 因子 p = 0.004 であり
有意差を示した （表 4） 。
表 2　対象者の属性
務遂行において意識的に取組みをしていると言































　305 名の対象者のうち 198 名 （回収率 64.9％） 
から回収が得られた。そのうち有効回答が得ら
































役職 管理職（師⻑、主任） 35 18.0
スタッフ 160 82.0
資格 有り（認定看護師、専⾨看護師、認定看護管理者教育課程にあたる 11 5.7
有り（その他：糖尿病療養指導⼠、呼吸療法認定⼠など） 23 11.9
無し 160 82.5
最終学歴 2 年課程看護専⾨学校 36 18.6
⾼等専⾨ 5 年課程 2 1.0
3 年課程看護専⾨学校 108 55.7
看護系短期⼤学 17 8.8
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歳以上が 34.0％と最も多く、次いで 40 歳から
44 歳が 18.9％、20 歳から 25 歳および 25 歳か






















































































































項      ⽬ 全体α = .947 第 1 因⼦ 第 2 因⼦ 第 3 因⼦ 第 4 因⼦ 共通性
第 1 因⼦ 【 看護の学習が楽しい 】 α = .890
4 看護を学ぶことは楽しい 0.870 -0.056 0.212 -0.193 0.779
8 看護について最新の情報を得たい 0.818 -0.039 -0.119 0.175 0.680
9 看護を学ぶことは⾯⽩い 0.817 0.159 -0.004 -0.047 0.807
5 看護に関する書物をできるだけ読みたい 0.801 -0.150 -0.032 0.230 0.684
14 看護を学ぶことが好きだ 0.779 0.248 0.031 -0.158 0.813
3 看護についてわからないことはすぐに調べたい 0.756 -0.223 0.063 0.099 0.524
12 看護師としての知識を⾼めたい 0.733 0.253 -0.144 -0.045 0.657
1 興味のあることを徹底的に調べたい 0.613 -0.145 0.038 0.268 0.513
7 看護師として新しいことに挑戦したい 0.524 0.295 -0.067 0.133 0.598
第 2 因⼦ 【 認められたい気持ち 】 α = .889
20 周りの⼈から看護師として認められたい -0.155 0.847 0.043 0.060 0.657
10 上司・先輩などから頼れる存在でありたい -0.041 0.832 0.136 -0.047 0.763
11 看護師としてのモデルとなる存在に近づきたい 0.202 0.784 -0.118 0.016 0.739
16 役割を与えられるとやる気が出る 0.060 0.647 0.037 0.156 0.625
第 3 因⼦ 【 充実感と挑戦 】 α = .874
28 看護師として技術を磨いている 0.009 -0.106 0.820 0.154 0.739
30 看護師として新しいことに挑戦している -0.061 -0.018 0.781 0.167 0.705
27 ⾃分の看護実践能⼒に⾃信を持っている -0.062 0.077 0.691 -0.003 0.495
26 看護師としての仕事に喜びを感じている 0.293 0.137 0.625 -0.267 0.633
25 ⾃分で⽬標を定めて頑張っている 0.024 0.194 0.537 0.137 0.594
第 4 因⼦ 【 ⾃ら学ぶ⾏動 】 α = .843
22 常に看護に関する情報を得ている 0.135 -0.002 0.094 0.730 0.740
21 看護師としてのキャリアアップを図っている -0.173 0.322 0.063 0.690 0.675
19 ⾃分に必要な研修を⾃ら選択している 0.107 -0.069 0.019 0.683 0.520
2 研修などに積極的に参加している 0.095 0.033 0.003 0.628 0.484
抽出後の負荷量平⽅和 累積 ％ 47.065 55.351 61.553 65.564
回転後の負荷量平⽅和 8.725 7.194 6.930 5.628
第 1 因⼦ 1.000
第 2 因⼦ 0.612 1.000
第 3 因⼦ 0.552 0.591 1.000
第 4 因⼦ 0.468 0.410 0.549 1.000






p 値 p 値
有 35 94.34 16.29 35 92.60 14.95
無 157 83.61 14.77 154 83.83 15.38
有 35 40.91 6.99 35 40.31 6.39
無 159 37.06 6.95 158 37.22 7.16
有 35 17.46 3.65 35 17.57 3.39
無 159 15.87 3.48 158 15.87 3.52
有 35 19.51 4.60 35 19.14 4.22
無 159 17.82 3.72 158 17.91 3.86
有 35 16.46 3.54 35 15.57 3.42
無 160 12.88 3.57 159 13.67 3.77




【 充実感と挑戦 】 .035 .026
第 ４ 因⼦
【 ⾃ら学ぶ⾏動 】 ＜.001 ＜.001
第 1 因⼦
【 看護の学習が楽しい 】 .003 .009
第 ２ 因⼦
【 認められたい気持ち 】 .027 .007
資格 役職
総得点 ＜.001 .001
平均値 標準偏差n(⼈) 平均値n(⼈) 標準偏差
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Alternations in the heartbeat intervals and peripheral skin temperature
by a hot compress to posterior region of the neck with the dry heat method.
川原恵 1）＊・片山恵 2）・阿曽洋子 2）
Abstract
  The aim of this study is to examine whether a hot compress to the posterior region of the neck with the dry heat 
method by measuring the heartbeat intervals （IBI） and peripheral skin temperature. Fifteen healthy adult women 
（29.2 ± 8.6 years of age） were subjected to a hot compress to the posterior region of the neck and a control 
procedure for 30 min. Heartbeat intervals （IBI values） and the surface skin temperature of limbs were measured. 
IBI values were compared between the groups with two-way analysis of variance and compared within each group 
with one-way analysis of variance and multiple comparisons. Surface skin temperature values were analyzed using 
Wilcoxon's signed rank test for the intergroup comparison and the Friedman test and multiple comparison for the 
intragroup comparison. The results showed that IBI values continuously increased from 12 to 27 min after starting 
measurements in the experimental group, whereas IBI values increased only at 21 min in the control group. Our 
findings suggest that IBI values increased more quickly after a hot compress was applied to the posterior region of 
the neck, presumably because of dominance of the parasympathetic nervous activity.
要  旨
　本研究の目的は乾熱法を用いた後頸部温罨法による心拍間隔時間と末梢皮膚温の変化を検討するこ




では Friedman 検定および多重比較を行った。結果、IBI 値の増大が測定開始後、対照群は 21 分のみで、
実験群は 12 分から 27 分まで持続していた。後頸部温罨法の実施により IBI 値が大きくなるまでの時
間が早く現れ、IBI 値の増大が持続しているのは交感神経活動の抑制が考えられた。
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